
 

 

 

 

  

 合唱コンクール、素敵な歌をありがとうございました。反省アンケートの結果を見ると、９割以上の人

が合唱コンクールという行事に真剣に向き合うことができたようです。この頑張りを、今度は勉強に向け

ましょう。 

クラスでの練習や話し合いに、積極的に（真面目

に）取り組めましたか。 

 

 

当日の発表に、積極的に（真面目に）取り組めま

したか。 

 

 

練習や話し合いに、クラス皆で協力して取り組め

ましたか。 

 

 

当日の発表に、クラス皆で協力して取り組めまし

たか。 

 

 

 

●１０月の予定 

 10 月 2日（月）～7日（土） 学校公開週間（7日 道徳地区公開講座） 

 10 月 10 日（火） 第４回進路希望調査提出締め切り 

 10 月 13 日（金） 生徒総会 

 10 月 16 日（月） 全校朝礼、安全指導 

 10 月 18 日（水） ３時間授業 

 10 月 20 日（金） 進路説明会 

 10 月 24 日（火） ４時間授業 

 10 月 30 日（月）～11月 7 日（火） 進路相談週間 

 

 



●合唱コンクールの感想 

⚫ みんな本番頑張っていてよかった。僕は参加できなくて画面越しで聞いていたが、それでも凄さが伝

わってきたので最後の一週間で練習を頑張ったんだなぁと思った。当日に聞けてよかったと思える

合唱だった。  

⚫ 最高の思い出になったと思う。最初は大丈夫かと心配になるくらいまとまってなかったけど最終的

には綺麗に歌えるようになって行事ってすごいなと思った。みんなでなにかに挑戦するのはすごく

楽しいなと思った。もう一度合唱コンしたいなと思う。 

⚫ 中学校最後の合唱コン、最後は 2位という悔しい順位で終わってしまったが、みんなと楽しく、歌え

たので、良かったと思います。今後、まだ高校生になっても合唱コンはあると思うので、そこでは、

1位を取れるように精一杯頑張りながら、楽しく高校生活を楽しめればいいと思いました。 

⚫ 中学校生活最後の合唱コンクール。最初は音取りが難しかったり、まとまりがなかったりして正直不

安でした。しかし、練習を重ねていくにつれて綺麗なハーモニーになり、去年よりもパワーアップし

た合唱を発表することができました。結果としては残念でしたが、経験としては最高の思い出になっ

たと思います。 

⚫ 長い時間準備をして本番に臨めた良かった。パートごとのまとまりがきれいだった。指揮伴が上手で

した。歓喜の歌が楽しかった。歓喜の歌が感動した。学年全員で歌えてよかった。賞を取れてよかっ

た。実行委員ありがとうございました。 

⚫ 全クラス凄く練習していたのがわかった。合唱実行委員とか指揮者、伴奏の人、クラスメイト全員が

すごくがんばっていた。結果的にはあまりいいものではなかったが比嘉先生が言っていたように実

質１位だと思った。この曲には、また会おうみたいな意味が込められているから、クラスメイトのこ

とを忘れないで大人になったらまた会いたいなと思った。 

⚫ 練習のときにパートリーダーを中心にこうした方がいいなどの意見を一人一人が出していていいな

と思った。当日は参加することは出来なかったけれど、ミートで他のクラスの曲を聞けたり、自分の

クラスを聞けて、その場で聞いているような気持ちになった。天野先生の指揮が優勝でした。 

⚫ クラスで練習したりするのが楽しかったし、最優秀賞を取り大変良い経験になりました。練習をたく

さんし、クラスで何が足りていないかを話し合い、「ここは小さく～」や、「ここはもっと伸ばす～」

という難しいけれどそこを頑張らないとうまく行かないところを意識し、頑張れたのでよかったで

す。 

⚫ みんな練習には真剣に取り組んでいたからとても良かったなと思いました。合唱コンクール当日の

順位では、良い結果が出せなかったけど 3 年 3 組としては優勝してもいいぐらいできていた。他の

クラスでは参加できない人が多々出ていたけど、3 組はほとんど休みがいなくてみんなの sing ぱわ

ーが強かったなと思いました。 

⚫ ぼくはこの合唱コンを通じで２この気付きがありました。1 つ目は本気で練習することの美しさで

す。本気で練習した後は結果はどうあれ絶対に何か残るはずです。なのでこれからも本気で練習する

ことを大事にしていこうと思います。２つ目は同じ目標に向かって練習することです。みんなで同じ

ことに向かって練習すると一致団結できてよいです。 

⚫ 初めて学年合唱をして、色んな人に「大人の合唱団みたい」や「迫力があってかっこよかった」とい

ってもらえて嬉しかった。アルトはソプラノよりも音程が低いから、音程をとるのが難しかったり、

強弱をつけてソプラノとのハモリ方を工夫しながら楽しめた。 


